
 

 

発 室 発 第 42 号 

令和 5年 6月 9日 

 

 

原子力規制委員会 殿 

 

  

東京都台東区上野五丁目 2 番 1 号 

日本原子力発電株式会社 

取締役社長  村 松  衛 

 

 

設計及び工事計画認可申請書の一部補正について 

 

 令和 5 年 4 月 7 日付け発室発第 4 号をもって申請しました設計及び工事計

画認可申請書について，別紙のとおり一部補正します。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料のうち，   は商業機密又は核物質防護上

の観点から公開できません。 



別紙 

東海第二発電所 

設計及び工事計画認可申請書の一部補正 

日本原子力発電株式会社 
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１．補正項目 
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補正項目 

補正項目及び補正箇所は下表のとおり。 

補正項目 補正箇所 

Ⅱ．工事計画 

その他発電用原子炉の附属施設 

4 火災防護設備 

2 消火設備 

2.1 消火系 

(2) 容器

・常設

d. ハロンボンベ

(5) 主配管

・常設

3 火災防護設備の基本設計方針、適用基準及び適

用規格 

Ⅳ．変更の理由 

Ⅴ．添付書類 

Ⅴ-1 説明書 

Ⅴ-1-1-4-8-3-8 設定根拠に関する説明書（ハロ

ンボンベ）

Ⅴ-1-1-4-8-3-10 設定根拠に関する説明書（消火

系 主配管（常設）） 

Ⅴ-2 耐震性に関する説明書 

Ⅴ-2-別添 1-10 ガス供給配管の耐震計算書 

Ⅴ-3 強度に関する説明書 

Ⅴ-3-10-1-1-5-4 管の基本板厚計算書 

Ⅴ-6 図面 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る機器の配置を明示した図面（消火設

備）（6／17）【第 9-3-46 図】

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

「３．補正前後比較表」による。 

削除する。 
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補正項目 補正箇所 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る機器の配置を明示した図面（消火設

備）（7／17）【第 9-3-47 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（46／166）【第 9-3-103 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（47／166）【第 9-3-104 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（48／166）【第 9-3-105 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（49／166）【第 9-3-106 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（50／166）【第 9-3-107 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護

設備に係る主配管の配置を明示した図面（消火

設備）（51／166）【第 9-3-108 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設

備の系統図（消火設備）（14／39）【第9-3-237図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設

備の系統図（消火設備）（15／39）【第9-3-238図】 

・その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

の構造図（消火設備） ハロンボンベ（緊急用電

気室 1F 用）【第 9-3-288 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

の構造図（消火設備） ハロンボンベ（緊急用電

気室 2F 用）【第 9-3-289 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設 火災防護設備

の構造図（消火設備） ハロンボンベ（緊急用電

気室 3F 用）【第 9-3-290 図】 

「３．補正前後比較表」による。 

 

 

削除する。 

 

 

削除する。 

 

 

削除する。 

 

 

削除する。 

 

 

「３．補正前後比較表」による。 

 

 

「３．補正前後比較表」による。 

 

 

削除する。 

 

「３．補正前後比較表」による。 

 

削除する。 

 

 

削除する。 

 

 

削除する。 
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２．補正を必要とする理由を記載した書類 

補正を必要とする理由 

 令和 5 年 4 月 7 日付け発室発第 4 号にて申請した設計及び工事計画認可申請書につい

て，火災防護設備の申請範囲の一部を変更するため，「Ⅱ．工事計画」，「Ⅳ．変更の理由」，

「Ⅴ-1 説明書」，「Ⅴ-2 耐震性に関する説明書」，「Ⅴ-3 強度に関する説明書」及び「Ⅴ

-6 図面」を補正する。
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３．補正前後比較表 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (2) 容器 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (2) 容器 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (2) 容器 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (2) 容器 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (5) 主配管 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【要目表】8 その他発電用原子炉の附属施設 4 火災防護設備 2 消火設備 2.1 消火系 (5) 主配管 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【その他発電用原子炉の附属施設 3 火災防護設備の基本設計方針，適用基準及び適用規格】 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

Ⅳ．変更の理由 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請範囲の見

直しに伴い，記

載を修正 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-8】設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-8】設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-8】設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-8】設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-8】設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-10】設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 

 

 

 

 

19



東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-10】設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-10】設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

−

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-10】設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-1-1-4-8-3-10】設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

   

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-2-別添 1-10】ガス供給配管の耐震計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 

38



東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

 

− 

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-3-10-1-1-5-4】管の基本板厚計算書 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

頁番号見直し 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-6】図面 

 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

  

 

 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-6】図面 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-6】図面 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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東海第二発電所 設計及び工事計画認可申請書の一部補正 補正前後比較表 

【Ⅴ-6】図面 

変更前（2023 年 4 月 7 日申請） 変更後 変更理由 

申請範囲の一

部を変更 
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４．補正内容を反映した書類 
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4 火災防護設備 

2 消火設備に係る次の事項 

2.1 消火系 

(2) 容器の名称，種類，容量，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料，個数及び

取付箇所（常設及び可搬型の別に記載すること。）

・常設

変 更 前 変 更 後 

名 称
ハロンボンベ

（ケーブル処理室用）

変更なし 

種 類 － 一般継目なし容器 

容 量 L/個 68 以上（68＊） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

主

要

寸

法

外 径 mm 265.0＊ 

高 さ mm 1500＊ 

胴 部 厚 さ mm （5.5＊） 

底 部 厚 さ mm （9.0＊） 

材 料 － マンガン鋼

個 数 － 16 27

取

付

箇

所

系 統 名

（ ラ イ ン 名 ）
－ 

ハロンボンベ（ケーブル

処理室用） 

消火系 

変更なし 

設 置 床 －
EL.22.50 m EL.14.00 m 

溢 水 防 護 上 の 

区 画 番 号 
－ － 

変更なし 
溢 水 防 護 上 の 

配慮が必要な高さ 
－ － 

注記 ＊：公称値を示す。 
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(5) 主配管の名称，最高使用圧力，最高使用温度，外径，厚さ及び材料（常設及び可搬型の別に記載し，可搬型の場合は，個数及び取付箇所を付記すること。）

・常設

変 更 前 変 更 後 

名 称 

最高使用 

圧  力 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径＊1

（mm） 

厚 さ

（mm） 
材 料 名 称 

最高使用 

圧  力 

（MPa） 

最高使用 

温  度 

（℃） 

外 径＊1

（mm） 

厚 さ

（mm） 
材 料 

消

火

系

ハロンボンベ

（緊急用電気室（緊

急用蓄電池）用） 

～ 

緊急用電気室（緊急用

蓄電池） 

5.2 40 

60.5 3.9＊1 SUS304TP 

消

火

系

変更なし 

34.0 3.4＊1 SUS304TP 

ハロンボンベ

（緊急用電気室（緊

急用 125V MCC）用） 

～ 

緊急用電気室（緊急用

125V MCC） 

5.2 40 

60.5 3.9＊1 SUS304TP 

変更なし 

34.0 3.4＊1 SUS304TP 

ハロンボンベ

（ケーブル処理室

用） 

～ 

ケーブル処理室

5.2 40 

60.5 3.9＊1 SUS304TP 

変更なし 変更なし 変更なし 

変更なし 

76.3 5.2＊1 SUS304TP 変更なし 

114.3 6.0＊1 SUS304TP 

変更なし 

89.1 5.5＊1 SUS304TP 
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表1 火災防護設備の主要設備リスト（1／2） 

 変 更 前 変 更 後 

設
備
区
分 

系
統
名 

機器区分 名 称 

設計基準対象施設 ＊1 重大事故等対処設備 ＊1 

名 称 

設計基準対象施設 ＊1 重大事故等対処設備 ＊1 

耐震 

重要度 

分類 

機器クラス 設備分類 
重大事故等 

機器クラス 

耐震 

重要度 

分類 

機器クラス 設備分類 
重大事故等 

機器クラス 

消
火
設
備  

消

火

系 

容器 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

MCC他）用）＊2 
－ － － － 

変更なし 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

蓄電池）用）＊2 
－ － － － 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

125V MCC）用）＊2 
－ － － － 

ハロンボンベ（ケーブル処理室用） Ｃ－２ クラス３ － － 

ハロンボンベ（低圧炉心スプレイ系

ポンプ用） 
Ｃ－２ クラス３ － － 

二酸化炭素ボンベ（非常用ディーゼ

ル発電機室用） 
Ｃ－２ クラス３ － － 

二酸化炭素ボンベ（高圧炉心スプレ

イ系ディーゼル発電機室用） 
Ｃ－２ クラス３ － － 

主配管 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

MCC他）用） 

～ 

緊急用電気室（緊急用MCC他）＊2 

－ － － － 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

蓄電池）用） 

～ 

緊急用電気室（緊急用蓄電池）＊2 

－ － － － 

ハロンボンベ（緊急用電気室（緊急用

125V MCC）用） 

～ 

緊急用電気室（緊急用125V MCC）＊2 

－ － － － 
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変
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Ⅳ．変更の理由 

 

平成 30 年 10 月 18 日付け原規規発第 1810181 号にて認可された工事計画の一部におい

て，以下のとおり変更を行う。 

 

1. 原子炉冷却系統施設のうち原子炉補機冷却設備及び原子炉冷却材浄化設備に係る

熱交換器について，要目表の伝熱面積の記載を設計確認値と公称値の数値を同一と

していたが，施栓率を考慮し，設計確認値と公称値の数値を書き分けた記載に変更す

る。 

 

2. その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備の消火系のハロンボンベ，二

酸化炭素ボンベ及び主配管について，格納容器圧力逃がし装置の重大事故等対処設

備／特定重大事故等対処施設の兼用化及び消火設備設置場所の詳細調査結果を踏ま

え，ハロンボンベ及び二酸化炭素ボンベの設置場所，ボンベ個数を変更する。また，

ボンベの設置場所の変更による配管経路の延長に伴い，消火能力を満足させるため

配管仕様（外径，厚さ，材質）を変更する。 
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Ⅴ．添付書類 
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目次 

 

Ⅴ-1 説明書 

Ⅴ-1-1-4-8-3-8 設定根拠に関する説明書（ハロンボンベ） 

Ⅴ-1-1-4-8-3-10 設定根拠に関する説明書（消火系 主配管（常設）） 

 

Ⅴ-2 耐震性に関する説明書 

Ⅴ-2-別添 1-10 ガス供給配管の耐震計算書 

 

Ⅴ-3 強度に関する説明書 

Ⅴ-3-10-1-1-5-4 管の基本板厚計算書 

 

Ⅴ-6 図面 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備に係る機器の配置を明示した図

面（消火設備）（7／17） 

【第 9-3-47 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備に係る主配管の配置を明示した

図面（消火設備）（50／166） 

【第 9-3-107 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備に係る主配管の配置を明示した

図面（消火設備）（51／166） 

【第 9-3-108 図】 

・その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備の系統図（消火設備）（15／39） 

【第9-3-238図】 
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Ⅴ-1-1-4-8-3-8 設定根拠に関する説明書 

（ハロンボンベ）
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名 称 
ハロンボンベ 

（ケーブル処理室用） 

容 量 L/個 68 以上（68） 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

個 数 － 27 

【設定根拠】 

（概要） 

その他発電用原子炉の附属施設のうち火災防護設備として使用するハロンボンベは，以

下の機能を有する。 

 

設計基準対象施設として使用するハロンボンベは，発電所内に発生した火災により発電

用原子炉施設の安全性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うため

に設置する。 

系統構成は，ハロンガスの供給源であるハロンボンベにより，消火に必要な量のハロン

ガスを火災区域又は火災区画に噴射することで，火災を早期に消火できる設計とする。 

 

1. 容量の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用するハロンボンベは，高圧ガス保安法の適合品である一般

汎用型のハロンボンベを使用することから，当該ボンベの容量はメーカにて定めた容量で

ある 68 L/個以上とする。 

 

 公称値については，要求される容量と同じ 68 L/個とする。 

 

2. 最高使用圧力の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用するハロンボンベの最高使用圧力は，高圧ガス保安法の適

合品であるボンベにて実績を有する充てん圧力である 5.2 MPa とする。 

 

3. 最高使用温度の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用するハロンボンベの最高使用温度は，高圧ガス保安法に基

づき 40 ℃とする。 

 

4. 個数の設定根拠 

 設計基準対象施設として使用するハロンボンベは，火災により発電用原子炉施設の安全

性が損なわれないよう，火災の影響を限定し，早期の消火を行うために必要な個数を設置

する。また，容器弁の単一故障を考慮し，消防法で要求される必要ボンベ個数＊より 1 個多

い 27 個のボンベを設置する設計とする。 
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注記 ＊：消防法施行規則第 20 条第 3 項第 1 号において定められている消火に必要なハ

ロンガス量に基づき算出した個数を示す。
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Ⅴ-1-1-4-8-3-10 設定根拠に関する説明書 

（消火系 主配管（常設））
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名     称 

ハロンボンベ（ケーブル処理室用） 

～ 

ケーブル処理室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 5.2 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 mm 60.5，76.3，89.1，114.3 

【設定根拠】 

（概要） 

本配管は，ハロンボンベ（ケーブル処理室用）と噴射ノズル管（ケーブル処理室）を接続す

る配管であり，設計基準対象施設としてケーブル処理室で発生した火災を早期に消火するため

に設置する。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，ハロンボンベの最高使用圧力と

同じ 5.2 MPa とする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，ハロンボンベの最高使用温度と

同じ 40 ℃とする。 

 

3. 外径の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 0.9 MPa 以上＊1

及び消火に必要なハロンガス量＊2 を 30 秒以内＊3 に放射可能な設計とし，メーカ社内基準に基

づき定めた 60.5 mm，76.3 mm，89.1 mm，114.3 mm とする。 

 

注記 ＊1：消防法施行規則第 20 条第 1 項第二号において定められている噴射ヘッドの放射圧

力を示す。 

   ＊2：消防法施行規則第 20 条第 3 項第一号において定められている消火に必要なハロン

ガス量を示す。 

   ＊3：消防法施行規則第 20 条第 1 項第三号において定められている放射時間を示す。 
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名     称 

二酸化炭素ボンベ（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機

室用） 

～ 

高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機室 

最 高 使 用 圧 力 MPa 10.8 

最 高 使 用 温 度 ℃ 40 

外 径 mm 34.0，60.5，76.3，89.1，114.3 

【設定根拠】 

（概要） 

本配管は，二酸化炭素ボンベ（高圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機室用）と噴射ノズル管（高

圧炉心スプレイ系ディーゼル発電機室）を接続する配管であり，設計基準対象施設として高圧炉

心スプレイ系ディーゼル発電機室で発生した火災を早期に消火するために設置する。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用圧力は，二酸化炭素ボンベの最高使用圧力

と同じ 10.8 MPa とする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠 

  設計基準対象施設として使用する本配管の最高使用温度は，二酸化炭素ボンベの最高使用温度

と同じ 40 ℃とする。 

 

3. 外径の設定根拠 

設計基準対象施設として使用する本配管の外径は，噴射ヘッドの放射圧力を 1.4 MPa 以上＊1及

び消火に必要な二酸化炭素ガス量＊2を 1 分以内＊3に放射可能な設計とし，メーカ社内基準に基づ

き定めた 34.0 mm，60.5 mm，76.3 mm，89.1 mm，114.3 mm とする。 

 

注記 ＊1：消防法施行規則第 19 条第 2 項第二号において定められている噴射ヘッドの放射圧力

を示す。 

   ＊2：消防法施行規則第 19 条第 4 項第一号において定められている消火に必要な二酸化炭

素ガス量を示す。 

   ＊3：消防法施行規則第 19 条第 2 項第三号において定められている放射時間を示す。 
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Ⅴ-2-別添 1-10 ガス供給配管の耐震計算書 

62



N
T2
 
変
④
 
Ⅴ
-
2-
別
添
1-
10
 
R1
 

目次 

1. 概要･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

2. 概略系統図及び鳥瞰図･･･････････････････････････････････････････････････････････ 2

2.1 概略系統図･･･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2 

2.2 鳥瞰図･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････  7 

3. 計算条件･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････  7

3.1 荷重の組合せ及び許容応力･････････････････････････････････････････････････････  7 

3.2 設計条件･････････････････････････････････････････････････････････････････････  7 

3.3 材料及び許容応力･････････････････････････････････････････････････････････････  7 

3.4 設計用地震力･････････････････････････････････････････････････････････････････  7 

4. 解析結果及び評価･･･････････････････････････････････････････････････････････････  7

4.1 固有周期及び設計震度･････････････････････････････････････････････････････････  7 

4.2 評価結果･････････････････････････････････････････････････････････････････････  7 

4.2.1 管の応力評価結果･･････････････････････････････････････････････････････････  7 

4.2.2 支持構造物評価結果････････････････････････････････････････････････････････  8 

4.2.3 弁の動的機能維持評価結果･･････････････････････････････････････････････････  8 

4.2.4 代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果････････････････････････････････  9 

63



 

1 

N
T2
 
変
④
 
Ⅴ
-
2-
別
添
1-
10
 
R1
 

1. 概要 

本計算書は，添付書類「Ｖ-2-別添1-1 火災防護設備の耐震計算の方針」に基づき，管，支

持構造物及び弁が設計用地震力に対して十分な構造強度及び動的機能を有していることを説

明するものである。 

評価結果の記載方法は以下に示すとおりとする。 

（1） 管 

工事計画記載範囲の管のうち，各応力区分における最大応力評価点の評価結果を解析モ 

デル単位に記載する。また，全１５８モデルのうち，各応力区分における最大応力評価点 

の許容値／発生値（裕度）が最小となる解析モデルを代表として鳥瞰図，計算条件及び評 

価結果を記載する。代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果を4.2.4に記載する。 

（2） 支持構造物 

工事計画記載範囲の支持点のうち，種類及び型式ごとの反力が最大となる支持点の評価

結果を代表として記載する。 

（3） 弁 

機能確認済加速度の応答加速度に対する裕度が最小となる動的機能維持要求弁を代表と

して，評価結果を記載する。 
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2. 概略系統図及び鳥瞰図 

2.1 概略系統図 

概略系統図については，以下のとおり。 

消火系概略系統図（その 1）から（その 21）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 22）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 23）から（その 28）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 29）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 30）から（その 63）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 64）及び（その 65）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 66）及び（その 67）は，既工事計画から変更はない。 
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2.2 鳥瞰図 

 鳥瞰図については，既工事計画から変更はない。 

3. 計算条件

3.1 荷重の組合せ及び許容応力 

 荷重の組合せ及び許容応力については，既工事計画から変更はない。 

3.2 設計条件 

 設計条件については，既工事計画から変更はない。 

3.3 材料及び許容応力 

 材料及び許容応力については，既工事計画から変更はない。 

3.4 設計用地震力 

 設計用地震力については，既工事計画から変更はない。 

4. 解析結果及び評価

4.1 固有周期及び設計震度 

 固有周期及び設計震度については，既工事計画から変更はない。 

4.2 評価結果 

4.2.1 管の応力評価結果 

  管の応力評価結果については，既工事計画から変更はない。 
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まえがき 

 

本計算書は，添付書類「Ⅴ-3-1-4 クラス３機器の強度計算の基本方針」及び「Ⅴ-3-2-7

クラス３管の強度計算方法」に基づいて計算を行う。  

評価条件整理結果を以下に示す。なお，評価条件の整理に当たって使用する記号及び略語

については，添付書類「Ⅴ-3-2-1 強度計算方法の概要」に定義したものを使用する。 

 

以下については，既工事計画から変更はない。  

 

・評価条件整理表 

 

・適用規格の選定 
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1. 概略系統図 

概略系統図については，以下のとおり。 

消火系概略系統図（その 1）から（その 14）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 15）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 16）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 17）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 18）から（その 35）は，既工事計画から変更はない。 

消火系概略系統図（その 36）及び（その 37）は，変更する。 

消火系概略系統図（その 38）は，既工事計画から変更はない。 
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9 その他発電用原子炉の附属施設 
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⼯事計画認可申請
東海第⼆発電所

名

称

⽇本原⼦⼒発電株式会社

第 9-3-47 図

その他発電用原子炉の附属施設のうち
火災防護設備に係る

機器の配置を明示した図面
（消火設備）（7／17）

3206

設計及び工事計画認可申請
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名 
 

称

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

第 9-3-107 図

3206

火災防護設備に係る

（消火設備）（50／166）

その他発電用原子炉の附属施設のうち

主配管の配置を明示した図面 
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名 
 

称

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

第 9-3-108図

3206

火災防護設備に係る

（消火設備）（51／166）

その他発電用原子炉の附属施設のうち

主配管の配置を明示した図面 

87



第 9-3-238 図

名 
 

称

東海第二発電所

日本原子力発電株式会社

その他発電用原子炉の附属施設のうち

火災防護設備の系統図

（消火設備）（15／39）

3206
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